

























































表 1)山岡の発話機能の 5分類(jJJ 岡ほか (2010:125)) 
範 1存 目的 適合方 1-I~lJ
(策動) (Deontics) 参与者の行為に対するf1JIJI浪機能 世界を言葉へ(↑)
(宣言) (Dec!areation) i止界を変化させる遂行機能 双方向 ( J ) 
(演述) (Assertives) 世界の現象に関する記述機能 言葉を世界へ(1 ) 
(表出} (Express i ves) 参与者の心情に l~kJ する遂行機能 1民方向 (の)












としては、《 》や、 ) ((認知》 ÌJ~ 
されて;お号、 1岡ほか














( 1:三否))( <( I~YT りわ: r訳まで迎えに来てくれないか r今、抱り込んでいるんだよ J




ざ辞任))/ (1抜1:i]): r君iこは主将を 1年ちてもらう JiわかちましたJ
ざ詐{壬要求))・ミi辞任))/ (I時退要求))・ 5時 cもう主将はやめたらどうですかJ
したいと思い





















当該命 は人物の Jw. fil: (こっし¥ ものであること
}の し、く まず共 0) 13/]条{牛① につい
的 、 1勺1ゴツ、
、@ 日 の加と、⑤で 、 題につい られている。 らの



























































































3. 2. 3. ((進行要求》について
《進行》の発話は、主に権限の持っている参与者 Bによって一方的に発話する場合が多
いため、上記の詳細!において、《進行要求》は( )で表記している。しかし、参与者 A














































Chairperson: 1he meetine: will please come to order. ((進行》
1 am Walter Connersラ CEOof XYZ lnternational and Chairperson of 
meetlDg. 
(議長「これより議事に入ります。私は、ウォルター・コーナーズと申します。 XY




JURY FOREPERSON: We， the jury， find the defendant guilty. 




5)においては、株主総会という場の権限を有する IChairperson (議長)Jが、 IThemeeting 
will please come to orderJ と発話することによって IThe meetingJ という活動の開始を行っ
ている。また、 6) では、裁判という場の権限を持っている IJUDGE (裁判官)Jが、 IThis






ちミ 当なもので と され で提案した 《進 》の は、以下
ぷ〉 り る。
( ¥ . (進
I~I Eの権限に いて、物 令、 ること
語FI~ 出 ①に
Aが し¥ること
る ついて示 もの あるーと
いまより さ7) し1とj1Jl、し 1
イミ
court is adjourned.J 
《 行))i土、 、その る権限のみ ものが
る によって るものであり の活動の J二・終了を
し1う i立 を せる j る発 ある。
ら の課題
話機詑((( ) )在進行》の のみであっ ?江主 σ〉 いる、
中では、{ iに ける 《訂正》 》、鈴本 (2011)
されている《 ど、 。〉 は、まだ捉え し可用{Jljも
話機 る る。
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